




1

令和6年度秋合格目標PM試験公開模試解答解説

午前Ⅱ

問1 JIS Q 21500:2018( プロジェクトマネジメントの手引) によれば，プロジェクトマ
ネジメントのプロセス群には，立ち上げ，計画，実行，管理及び終結がある。これらのプロ
セス群の相互作用を示す図のa ～ cに入るプロセス群の適切な組合せはどれか。
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0.20＋0.20＋0.15＝0.55
220日

220➗0.55＝400日
400日×（0.06+0.12+0.21）＝156日

対策A 0.7×50−0.3×20-15＝14
対策B 0.4×70-0.6×10−8＝14
対策C 0.5×30-0.5×10−2＝8
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午後Ⅰ

問1 プロジェクト計画作成時における開発アプローチの選択に関する次の記述を読んで，設問に答えよ。
設問1 〔情報企画部の方針〕の下線①について，「システムは一から構築せず，できるだけSaaS を活用
する」という方針にしたのはなぜか。Y 社経営陣の要望から考えられる理由を45 字以内で答えよ。

下線①は
2. ①システムは一から構築せず，できるだけSaaS を活用する。
業界最新のSaaS を導入し，業務もそれに合わせるようにする。SaaS は機能拡張の頻度が高いもの
を選び，将来はその機能拡張のシステムへの適用を週単位で取り入れられるような環境をつくる。その
ため，できるだけY 社独自の変更は行わず，提供されるカスタマイズの範囲でシステムを構築する。

問題文冒頭部分
「経営陣からは，
ビジネス環境の変化に素早く対応できる小回りの利くシステムの迅速な導入が求められている」
とあるように，経営陣は迅速にシステムを導入することと，ビジネス環境の変化に合わせて，
短いサイクルでシステムを拡張することを求めている。

【解答】ビジネス環境の変化に素早く対応できる小回りの利くシステムの迅速な導入が可能だから
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設問２
(1) 表1 中のa に入れる適切な連携の内容を，30 字以内で答えよ。
(2) 表1 中のb に入れる適切な制約を，30 字以内で答えよ。
(3) 表1 中のc に入れる適切なリリースのタイミングを，20 字以内で答えよ。

〔情報企画部の方針〕
方針3.「現在の基幹システムであるERP システムと連携する」に「現在稼働しているERP システム
と受注情報と生産情報を連携させる」とある。

【解答】Y社ERPシステムと受注情報と生産情報を連携する

表1 中の空欄a は，注文管理システムと他のシステムとの連携についての特徴を述べる欄である。

設問２
(1) 表1 中のa に入れる適切な連携の内容を，30 字以内で答えよ。
(2) 表1 中のb に入れる適切な制約を，30 字以内で答えよ。
(3) 表1 中のc に入れる適切なリリースのタイミングを，20 字以内で答えよ。

〔情報企画部の方針〕
方針2. 「業界最新のSaaS を導入し，業務もそれに合わせるようにする」「提供されるカスタマイズ
の範囲でシステムを構築する」とあるように，注文管理システムは，SaaS を極力変更せずに使うの
で，逆にそのSaaS の機能が制約となるといえる。

【解答】・SaaSの機能による制約が大きい
・極力SaaSの提供するカスタマイズ範囲で構築する

表1 中の空欄b は，注文管理システムのシステムの機能の制約についての特徴を述べる欄である。
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設問２
(1) 表1 中のa に入れる適切な連携の内容を，30 字以内で答えよ。
(2) 表1 中のb に入れる適切な制約を，30 字以内で答えよ。
(3) 表1 中のc に入れる適切なリリースのタイミングを，20 字以内で答えよ。

〔開発スケジュール〕
「注文管理システムの完成時期を業者の提案
も尊重しながら決定し，それに合わせて顧客
注文システムをできる範囲で構築する」
「開発を開始してイテレーションを数回回し
たのち，注文管理システムのシステムテスト
の開始とともに，開発した機能をテスト環境
に順次リリースしていく」
「最終的に注文管理システム本体の本番移行
タイミングまでに完成した機能をもってその
まま本稼働とする」【解答】・完成した機能から順次稼働開始

・開発した機能を順次リリースする

表1 中の空欄c は，顧客注文システムのリリースのタイミングについての特徴を述べる欄である。

設問２(4) 本文中の下線②について，顧客注文システムの開発を履行割合型の準委任契約で行うことにし
た理由を，30 字以内で答えよ。

【履行割合型の準委任契約の特徴】
請負契約や成果完成型の準委任契約と異なり最終納品物を定めないことにある。

【解答】・プロジェクトスコープや成果物スコープが明確でないから
・最終納品物を定められないから

下線②を見てみると
これに対して，顧客注文システムの開発は，Y 社の情報システム部門が主体となりアジャイル型開発
で実施することとし，開発要員が不足するときは，②受注システムのアジャイル型開発の経験を持つ
専門業者に履行割合型の準委任契約で委託することとした。
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設問３(1) 本文中の下線③について，システムテストが標準より長く設定されているのはなぜか。
営業担当の習熟以外に考えられる理由を40字以内で答えよ。

顧客注文システムのリリースによる注文管理
システムのデグレード等を考慮して標準より
長く設定している

【解答】・通常のSaaS導入に加え顧客注文システムとの連携テストが必要だから

〔開発スケジュール〕
「システムテストは開発スケジュールを考慮してP 社SaaS の導入の標準的な期間よりも長く設定し，
システムを使う営業担当が新システムに習熟する期間を設ける」
営業担当の習熟以外の理由→，開発スケジュールを考慮してシステムテストを長く設定した理由

設問３(2) 本文中の下線④について，開発チームが注文管理システムの要件定義から参加する理由を
45 字以内で答えよ。

顧客注文システムの開発チーム
は，それらの情報が注文管理シ
ステムの要件を満たすことを確
認する必要がある

P 社SaaS のフィット＆ギャッ
プ分析が行われる要件定義段階
から参加することで，各情報の
連携に必要となるP 社SaaS の
機能や要件の理解が進むことを
狙った

【解答】・注文情報と設計情報の連携にP社SaaSの機能や要件を理解する必要があるから
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設問３(3) 本文中の下線⑤について，テストベッドを使う目的は何か。品質の確保以外の目的を
本稼働後の使用も踏まえて，35 字以内で答えよ。

テストベッドは，システムの全機能をテストすることで，品質を担保することと
合わせて，自動的に実施する機能により，工数を掛けずに短い期間でテストが可能

アジャイル型開発で個別に作成した機能をリリースする際にはなくてはな
らない機能であり，本稼働後も迅速なシステムの拡張リリースの実現に期待できる

【解答】・リリースの作業時間を短縮し，迅速なリリースを実現すること

〔開発スケジュール〕
「このテストベッドは事前に設定したテストケースを自動的に実施する機能を持ち，注文管理システ
ムの全機能の稼働を確認できるものとする」

設問３(4) 本文中の下線⑥について，本稼働後も注文システムの専任チームを残すことを
計画しているが，このチームの仕事は大きく2 つある。それはどのようなことか。
このシステム構築の開発の経緯を踏まえて，それぞれ30 字以内で答えよ。

〔情報企画部の方針〕
方針2. 

「SaaS は機能拡張の頻度が高いものを選び，将来はその機能拡張のシステムへの適用を週単位で取
り入れられるような環境をつくる」

【解答】・顧客注文システムの機能を拡張すること
・P社SaaSの機能拡張をシステムへ週単位で取り入れること

【顧客注文システム】
「本番リリース後も，必要に応じて，機能追加などを行う予定である」
【SaaS導入の目的】
将来のビジネス環境の変化に対応するために，短いサイクルでSaaS の機能拡張を行い，注文管理
システムの機能を拡張する
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問２ スコープマネジメントと変更管理に関する次の記述を読んで，設問に答えよ。
設問1 〔要件の優先度付け〕について答えよ。
(1) 本文中の下線①について，B 社が要件定義終了後にすることとは何か。40 字以内で答えよ。

請負契約の金額を見積もる→スコープが確定している必要がある。
問題文の「T 主任は，要件定義の確定は，要件定義工程の期間ぎりぎりまでかかると見込んでいた」

要件定義の確定( ＝スコープの確定) は，要件定義工程終了ぎりぎり

【解答】確定した要件をもとに作業工数を見積もり，請負契約の金額を設定すること

A 社はプロジェクトの納期が守られることを重視しており，要件定義工程終了後，すぐに外部設
計工程に入ることを望んだが，T 主任は①契約を遂行する上で要件定義終了後にB 社ですることがあ
るため一定の期間が必要なことを説明し，A社の了承を得た。

設問1 〔要件の優先度付け〕について答えよ。
(2) 本文中の下線②について，T 主任が，特に区分3 と区分4 に該当する要件を明確にして，それらが区分3 と区分4 

に該当するものであることをA 社としっかりと合意することにした意図を35 字以内で答えよ。

〔要件の優先度付け〕
「区分3：対応することが望ましいが，それほど必要性が高くない要件」
「区分4：必要性に疑問の余地がある要件」

「T 主任は，これまで数多くの情報システム構築プロジェクトのPM 経験がある。プロジェクト開始後のユーザー側からの変更要
求が許容できる範囲を超えてしまい，予算や納期が守れず，プロジェクトの目標達成に至らなかった苦い経験も何度かあった。
そのため，今回は，特にスコープマネジメントに力を入れている」

「プロジェクト開始時点で重要な要件を網羅的に洗い出すことは困難である。プロジェクト開始後に，A 社側で重要な要件の漏
れに気がついたり，あるいはA 社側の事情が変わって，より重要な要件が発生したりすることもある。B 社は，これまでそれら
に対応することで，A 社の信頼を得てきたので，どこまで要件変更を受け入れるかという判断は難しいが，プロジェクトの進捗
とのバランスを取ることが重要であると，T 主任は考えていた」

スコープから外すには，A社の合意が必要である。この要件は優先度が低いということをA 社と事前に共通認識を持っておけば，
その要件をスコープから外すことについて合意を得やすい

【解答】スコープから外す可能性のある要件について共通認識を持つこと

区分1 と区分2 の要件は，ほぼ問題なく計画した予算と納期内で対応できると見込んだが，②区分3 と
区分4 については，該当する要件を明確にして，それらが区分3 と区分4 に該当するものであることを
A 社としっかりと合意することにした。
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設問2 〔変更管理手順の作成〕について答えよ。
(1) 本文中の下線③について，T 主任が，変更管理委員会で承認された変更以外は正式な変更として取り扱わないこと
をB 社のすべてのメンバーに周知徹底することにしたのは，どのようなリスクを想定したからか。これまでのA 社との
関係を踏まえて考えられるリスクを，40 字以内で答えよ。

問題文冒頭
「A 社とB 社は20 年以上の付き合いがあり，上層部だけでなく，運用・保守の担当者同士の関係も
非常に良かった」
「保守開発をする際も，B 社の担当者がA 社の利用者の要望を直接聞いて対応することが日常的にあ
り，A 社の利用者からも頼りにされている」
「今回，B 社のプロジェクトマネージャ( 以下，PM という) に任命されたT 主任は，これまでA 社を
担当したことがなかったので，A 社のニーズをよく把握している保守開発の担当者をプロジェクト
チームのメンバーに加えた」

T主任の知らない所でスコープが増えてしまい，T主任がスコープをコントロールできなくなってし
まうリスクがある

【解答】B社のメンバーがA社の利用者の要望を直接聞いて対応するリスク

〔変更管理手順の作成〕
「この変更管理手順に則って正式な変更と認められた変更対応以外は行わないことで，T 主任はス
コープを適切にコントロールしようと考えた」

設問2 〔変更管理手順の作成〕について答えよ。
(2) 本文中の下線④について，T 主任が提供することにした情報を，25 字以内で答えよ。

優先度の高い変更要求が出され，変更対応に追加作業工数が必要となる
→優先度の低い変更要求の中で，追加作業工数と同等の作業工数を必要とする要件を
スコープから外す

【解答】スコープから外すことで削減できる作業工数

問題文冒頭
「上層部の意向で，ネット販売の開始時期は遅らせることはできない。また，A 社からは予算遵守に
ついても強く要望されていた」
→追加予算を取ったり，納期を延ばしたりという選択肢はない

〔要件の優先度付け〕
「区分4 の要件はスコープに含めないという考え方もあるが，T 主任は，ユーザーから出た要件なの
で，予算と納期の範囲内で対応できるものは，可能な限り取り入れることにした」
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設問2 〔変更管理手順の作成〕について答えよ。
(3) 本文中の下線⑤について，当初の要件に含まれている内容か否かについて記入する欄を設けて，A 社と共通認識を
持つことについても周知徹底することにした狙いを，25 字以内で答えよ。

〔変更管理手順の作成〕
「T 主任が以前に実施したプロジェクトで，変更要求に対応した時に，その作業は当初の要件に含
まれていたにも関わらず，仕様に反映されていなかったため，バグ対応になると主張されて，変更
要求としては顧客と合意できなかったことがあった。そのため，変更管理手順を作成し，変更要求
を作業着手前に合意することで，そのような事態を防ぎたいと考えていた」

変更要求票に当初の要件に含まれている内容か否かについて記入する欄を設けて，A 社と共通認識
を持っていれば，このようなトラブルを防ぐことができる

【解答】作業着手前に変更要求として合意すること

この変更要求票に，T 主任は変更要求を出す理由を記入する欄とは別に，⑤当初の要件に含まれてい
る内容か否かについて記入する欄を設けて，A 社と共通認識を持つことについても周知徹底すること
にした。

設問3 〔請負契約の終結〕について答えよ。
(1) 本文中の下線⑥について，T 主任は，なぜシステムテスト工程に移行する前に結合テスト完了までのシステムの品
質保証をしたのか。30 字以内で答えよ。

受託者であるB 社は，その時点での成果物の品質保証を行うことが一般的

【解答】外部設計から結合テストまでが請負契約の範囲だから

請負契約では，受託者に成果物を完成させて納品する責任が求められる。請負契約では成果物に対す
る契約不適合責任があり，バグが多く品質に問題がある場合には損害賠償請求などの対象となる
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設問3 〔請負契約の終結〕について答えよ。
(2) 本文中の下線⑦について，T 主任はどのような検査を行うよう指示したのか。30字以内で答えよ。

スコープとして，提供すべきシステムの要件を満たしていない場合には，履行追完請求(要件を満た
すまで履行すること) や報酬減額請求などの対象になる。

途中で要件の変更が生じるが，それはスコープの変更ととらえられるので，変更管理手順で合意さ
れた後の要件が，その時点での最新のスコープとなる

【解答】スコープに含まれるすべての要件が満たされているか

結合テスト工程終了時点の成果物には，品質とは別にスコープの観点での検査も必要なため，T 主任
は請負契約での作業を完了する前に，⑦その観点での検査を実施することを開発チームに指示した。

〔請負契約の終結〕
「品質とは別にスコープの観点での検査」

問3 企業合併に伴う情報システムの統合プロジェクト
設問1 〔プロジェクト目標の設定〕について答えよ。
(1) 本文中の下線部①について，定例のミーティングの場を設定した目的は何か。40 字以内で答えよ。

【旧J 社営業部長】
・同期タイミングは週次
【現在の構想】
・それぞれの案件管理情報を連携できるよう
にデータを付加し，統合した1 つの新しい
データベースで管理する仕組みを想定

【解答】対応可能で整合性のある要求事項をまとめて，両営業部長と合意するため

統合プロジェクトでは対応できない要求や，相互に矛盾していて両立が困難な要求が存在している
ため，D 課長は，①両営業部長とプロジェクトチームとの定例のミーティングの場を設定した。この
ミーティングの場で，統合プロジェクトの状況を週次で報告し，両営業部長の理解を得ながら統合プ
ロジェクトを推進することに同意を取り付けることにした。

【旧K 社営業部長】
・1 日3 回の同期タイミング
・案件管理システムを一つ導入すれば，両社の
業務を容易に統合できる
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問3 企業合併に伴う情報システムの統合プロジェクト
設問1 〔プロジェクト目標の設定〕について答えよ。
(2) 本文中のa に入れる適切な字句は何か。本文中の言葉を用いて5字以内で答えよ。

「D 課長が両案件管理システムや業務プロセスについて関係者にヒアリングした結果，両案件管理
システムの稼働後に追加された業務やシステム機能の一部がドキュメント化されておらず，一部の
営業部員だけが把握している業務やシステム機能があることが分かった。そのため，D 課長は，連
携システムに対応漏れが発生する懸念があると考え・・・」

「案件管理システム自体の仕様変更は少ないが，事業状況を可視化する重要なシステムであ
るため，統合プロジェクトは漏れのない対応が求められる」

【解答】対応漏れ

「旧2 社の案件管理業務に対する連携システムでの a を0 件にする」

設問2 〔統合プロジェクトの推進ルールの策定〕について答えよ。
(1) 本文中の下線部②について，D 課長が考えたメンバーがしなくてはいけないことは何か。統合プロジェクトのメン
バー構成を踏まえて30 字以内で答えよ。

「その実施のために，旧2 社の出身メンバーが相互に講師役となり，双方のメンバーに対して現行
の両案件管理システムに関する教育の場を設けることにした」

〔プロジェクト目標の設定〕
「案件管理システム自体の仕様変更は少ないが，事業状況を可視化する重要なシステムであるため，
統合プロジェクトは漏れのない対応が求められる」

【プロジェクトのメンバー構成】
「統合プロジェクトのプロジェクトマネージャ(PM) には，J 社出身のD 課長が任命され，プロジェ
クトチームは，新情報システム部の旧2 社の出身メンバーが半々の割合で構成された」

【解答】現行の両案件管理システムの仕様を理解すること

D 課長は，統合プロジェクトのメンバー構成を考慮し，要件定義工程を円滑に進めるために，②営
業部にヒアリングする前に統合プロジェクトのメンバーがしなくてはいけないことがあると考えた
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設問2 〔統合プロジェクトの推進ルールの策定〕について答えよ。
(2) 本文中の下線部③について，外部設計工程では旧J 社の開発標準で定められた基準に従うことにしたD 課長の狙い
は何か。50 字以内で答えよ。

【解答】利用部門の参加を得て，ドキュメント化されていない業務やシステム機能の
対応漏れをなくすこと

外部設計工程では，案件管理業務の特性を踏まえ，③旧J 社の開発標準で定められた基準に従って
進めることとし，外部設計の前に，業務や両案件管理システムに精通した営業部員の調査をすること
にした。

〔プロジェクト目標の設定〕
「両案件管理システムの稼働後に追加された
業務やシステム機能の一部がドキュメント化
されておらず，一部の営業部員だけが把握し
ている業務やシステム機能があることが分
かった」

設問2 〔統合プロジェクトの推進ルールの策定〕について答えよ。
(3) 本文中の下線部④について，旧K 社の状況のままで進めると懸念されることは何か。30 字以内で答えよ。

〔プロジェクト目標の設定〕
「両案件管理システムの連携システム
を来年の3 月末までに必ず完了させ
る」

旧K 社の状況のまま，機能別進捗会議
を実施せずにいると，場合によっては
進捗遅延や課題の把握が遅れて，対処
が遅れる

【解答】各機能での進捗遅延や課題の把握が遅れ，対処が遅れること

D 課長は，プロジェクト目標を踏まえ，K 社出身メンバーに対して④機能別の進捗を確実に把握す
ることの重要性を説明し，各機能チームに，日次の機能別進捗会議を実施するよう指示した。
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設問3 〔統合プロジェクトにおけるチームビルディング〕について答えよ。
(1) 本文中の下線部⑤について，D 課長がそのように対応した理由は何か。40 字以内で答えよ。

旧J社の開発標準にプロトタイピングの
やり方が明示されていない。
→旧J社メンバーはプロトタイピングの
やり方に不安がある

【解答】メンバーがプロトタイピング工程の進め方の疑問や課題を話しやすくするため

D 課長はプロトタイピング工程の進め方に課題があるのではないかと考え，⑤統合プロジェクトの
メンバー一人一人と面談を行った。

設問3 〔統合プロジェクトにおけるチームビルディング〕について答えよ。
(2) 本文中の下線部⑥について，デモンストレーションの効果は何か。

チームビルディングの観点で， 45 字以内で答えよ。

「面談では，統合プロジェクトの各メンバーが，これまでの業務スタイルを継続しがちで，統合プ
ロジェクトで定めた推進ルールが遵守されていないことが散見された。推進ルールに不明な点が生
じた場合も，不明点を飛ばして以後の作業を行っていることが多いことも分かった。また，J 社出
身メンバーの多くは，プロトタイピング工程の経験がないため，プロトタイピングの目的や，その
価値観を理解しないまま作業を行っていた」

〔統合プロジェクトの推進ルールの策定〕
「また，メンバーには，推進ルールに合わせて業務スタイルを見直してもらい，それぞれの開発
工程における価値観を一致させて，チームとしての一体感を醸成させたいと考えている」

【解答】プロトタイピング工程の価値観を一致させて，チームとしての一体感を醸成すること

D 課長はJ 社出身メンバーに，⑥ K 社出身メンバーからプロトタイピング工程の進め方のデモンスト
レーションを受けてもらうことにした。
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設問3 〔統合プロジェクトにおけるチームビルディング〕について答えよ。
(3) 本文中の下線部⑦について，このような行動原則を設定することで，今後に想定されるどのような活動に備えよう
としているのか。25 字以内で答えよ。

〔企業合併に伴う情報システム化方針〕
「M 社では新設合併の取組と並行して，旧J 社と旧K 社の社内情報システムを段階的に統合する」

案件管理システム→〔プロジェクト目標の設定〕に「1 件目の統合は，案件管理システムである」

〔企業合併に伴う情報システム化方針〕
「以後，M 社の情報システムに関する業務は，両社の情報システム部を統合して発足した新情報シ
ステム部が担当する。新情報システム部はシステムの統合では，極力，旧2 社の出身メンバーが
半々となるチームを作って対応する」

【解答】案件管理システム以外の情報システムの統合

今後想定される活動も踏まえて，単にプロジェクトを推進するだけでなく，新情報システム部内の管
理者はチームワークの改善やメンバーの育成に注力すること，各メンバーも各自で能力の向上を図り，
自律的に行動することを⑦行動原則として新たに設定した。

午後Ⅱ



17

1 プロジェクトの独自性と品質計画の特徴
1.1 プロジェクトの独自性
1.2 独自性を踏まえた品質計画の特徴
2 品質差異を察知した経緯，原因，問題点
2.1 品質目標との差異の兆候を察知した経緯
2.2 品質差異が発生した原因
2.3 品質管理上の問題点
3 品質差異のリカバリ策と再発防止策
3.1 品質差異のリカバリ策とその結果
3.2 品質管理上の問題点を踏まえた再発防止策

問２ システム開発プロジェクトにおける課題管理について

1 プロジェクトの特徴と想定した課題
1.1 プロジェクトの特徴
1.2 プロジェクトで想定した課題
2 課題管理
2.1 策定した課題管理計画
2.2 課題管理の実施
3 課題管理の実施結果と評価及び今後の改善点
3.1 課題管理の実施結果とその評価
3.2 今後の改善点

何かの理由に使う


